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第１章 磐田分校いじめ防止等の基本的な考え方 

 
 １ 磐田分校の子どもたち 

浜松特別支援学校磐田分校（以下、磐田分校）は、知的障害児施設「静岡県立

磐田学園（以下磐田学園）」に併設された知的障害のある子どもたちのための特

別支援学校です。 

在籍する児童生徒がすべて施設に入所していることから、関係諸機関（特に磐

田学園や児童相談所）との連携の下に、児童生徒の心のケアに重点を置きなが

ら、学校教育目標「共生社会の中で『自分らしく力強く生きる人』」の実現に向

けて教育活動を行っています。 

 

磐田分校は、学校いじめ防止基本方針の策定にあたり、 

  子どもたちの個性を尊重し、人権に最大限配慮しながら、 

障害の特性や現在過ごしている環境の特性、ニーズに応じ 

て、より分かりやすく、より安心・安全な学校生活をつく 

ることを大切にします。また、子どもたちの生活の場であ 

る磐田学園との連携と協働を基盤として、日々の情報を共 

有しながら、共に子どもの「心」と「体」、そして「命」 

を守る指導と支援に努めます。 

 

２ いじめの定義と理解 

いじめとは、「児童生徒に対して、一定の人的関係にある他の児童生徒が行う

心理的又は物理的な影響を与える行為であり、対象となった児童生徒が心身の苦

痛を感じているもの」です。 

これは、障害の有無にかかわらず、どの子どもにも、どこでも起こりうるもの

です。そして、磐田分校の子どもたちにとっての「いじめの定義」とその「理

解」を考える際には、更に以下の２点のような特別な配慮や支援が必要だと考え

ます。 

 

まず一点目は、磐田分校のほとんどの子どもたちが、個性と共に、知的障害や

発達障害などからくる、対人関係を中心とした「人とのかかわりの苦手さ」をも

っていることへの配慮と支援です。 

そして二点目は、在籍する児童生徒が、すべて施設（磐田学園）に入所し、親

元を離れて生活していること、また日中及び夜間も含めた 24 時間の集団生活を

していることなど、「生活環境から受ける影響」に対する配慮と支援です。 

 

以上のことから、磐田分校では、障害特性等によって

子どもが不利にならないような「学校いじめ基本方針」

の策定と「いじめ防止のためのシステムづくり」を目指

し、その中で、子どもたちにとって分かりやすい指導及

びルールの提示を進めていく必要があります。 

加えて、入所施設である磐田学園や子どもたちの処遇

を担う児童相談所等との協働により、より具体的で実効

性のあるいじめ防止の組織運営を進める必要がありま

す。 



３ 基本的な考え方 

 

(1) 「人とのかかわりの苦手さ」への対応 

磐田分校の子どもたちには、それぞれの個性と共に、知的 

障害や発達障害からくる、対人関係を中心とした「人とのか 

かわりの苦手さ」があります。また親元を離れ、長期間施設 

における集団生活を送っていることで、家庭生活で得られる 

緊密な人間関係の構築や社会経験等の不足が生じ、二次的に 

「人とかかわる経験」の幅の狭さや量の少なさが生じやすい 

状況にもあります。 

そこで、より子どもたちが自分の思いを表現しやすく、更に自分なりの方法

で確かに伝えることができるようにするために、個々が紙に書くアンケート方

式ではなく、直接会話の中で子どもの気持ちを聞き取る「面談方式」を実施し

ます。 

また磐田学園「みんなの安全を守る会」の聞き取りと兼ねることで、学校と

しては２カ月に１回、学園の聞き取りと合わせると月に１回の頻度で、適時性

をもった情報収集ができるようにします。このことは、知的な障害からくる時

間・空間等の認知の苦手さを補うことにもつながります。 

 

さらに面談は、子どもが話しやすいように信頼できる大

人との１対１の場面を設定しますが、面談場所は、集団か

ら少し離れることで落ち着いて話せる場所であって、かつ

見通しがよい場所とし、密室化しないように配慮して行い

ます。 

 

面談者は、学部主事又は副主事等が行います。部主事等が 

行うことで、日頃担任が把握している情報との照合ができま 

す。担任は、必要に応じて磐田学園担当職員と連絡し合い、 

更に詳細な情報の収集を行うことができます。このことによ 

り、子どもたちのもつ様々な苦手さ（言葉の理解や使用、時 

間・空間的な認知、状況の把握や人の気持ちの推測等）を踏 

まえた事実の多面的な確認や検証ができます。 

 

「人とのかかわりの苦手さ」のある子どもたちにとっては、日常生活におけ

るちょっとした身体の接触や言葉のやり取り、気持ちの行き違い等が小さなト

ラブルを生み、仲違いや喧嘩に発展することも少なくありません。 

 磐田分校では、面談によって明らかになった生活全般における児童生徒間の

トラブルを、個々の子どもの特性と複数の目による客観的な情報を基に確認し

た上で以下のように整理し、それぞれの行為がいじめに当たるかどうかの判断

を、子どもの気持ちに寄り添った上で、総合的に行っていきます。 
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 (2) 磐田学園との連携 

入所施設である磐田学園では、平成 21 年度から、児童間及び児童・職員間

の暴力をなくし、安心・安全な生活環境を確保することを目的に、「みんなの

安全を守る会」という安全委員会方式による取組を進めています。 

「安全委員会方式」とは、「児童福祉施設における施設内暴力を解決し、子

どもの成長の力を引き出す」ことを目的とした取組で、具体的には外部に委嘱

された委員と施設職員内で選ばれた委員とで委員会を設置し、園内で起きた

様々な暴力的な行動やトラブルについて取り上げ、内容の調査、対応について

の審議及び子どもたちへの指導を行うものです。 

 

磐田分校では、この委員会に外部 

委員として、副校長、小中学部主事、 

生徒指導課長が参加しています。 

また、学園と学校が隔月で子ども 

たちへの聞き取り調査を行い、いじ 

め・体罰等、施設や学校内における 

暴力やトラブル、困っていることに 

ついて、定期的に子どもたちの声を 

聞き取るとともに、そこで得た様々 

な情報を学園・学校双方で調査・確 

認し、子どもたちへの指導方法や対 

応を検討し合っています。 

 

先にも述べたとおり、施設入所し 

ている磐田分校の子どもたちの生活 

は、24 時間切れ目のない集団生活 

です。そして各自が親元を離れた不 

安や集団生活への不安とストレスに 

自分なりに向き合いながら、日々の 

生活を送っています。 

                   

                  子どもたちにとって、より分かりや

すく、より安心・安全な学校生活をつ

くるためには、子どもの心の様子や行

動の様子、そして生活及び学習上のき

まりや個々の目標、達成状況など、

様々な子どもに関する情報を磐田学園

と共有し、それぞれの役割を踏まえた

中で、協調した対応を行っていくこと

が不可欠です。 

                      そこで、磐田分校では、磐田学園の 

                     「みんなの安全を守る会」による聞き 

                     取りのシステムを活かして「いじめ防 

                     止のためのシステムづくり」を進めま 

                     す。 

 

磐田学園 

「みんなの安全を守る会」実施要項 

からの抜粋 

 

 

＜目的＞ 職員、児童間のすべての暴力を対象

とし、それらに対する指導の透明性と

一貫性を明確にし、支援や研修を組織

的、計画的に行うことで児童の安心・

安全な生活環境を確保することを目的

とする。 

＜委員会＞ 

・委員長 (児童)福祉経験者 

・委 員 ①磐田学園長、自立生活支援課長、 

自立支援班スタッフ、生活支援班 

スタッフ、担当職員 

     ②浜松特別支援学校磐田分校 

      副校長、学部主事、 

生徒指導課長 

     ③西部児童相談所相談判定課長 

＜聞き取り＞ 

・毎月１回聞き取りを行う。 

・暴力の有無について、隔月で学園職員と分校

教員が、質問形式での聞き取りを全児童対象

に行う。 



第２章 磐田分校いじめの防止等のための組織 
 

磐田分校では、平成 26 年度から、磐田学園との連携を基盤に、磐田学園「み

んなの安全を守る会」のシステムを一部活用した「いじめ防止対策委員会」を、

各種委員会に位置付けます。 

  

 １ 組織名：いじめ防止対策委員会 

 

 ２ 目 的：児童・生徒間、及び職員間の暴力をなくし、安全・安心な生活環境を

確保し、いじめ防止、発生時の対応を行う。 

 

 ３ 構成員：校長、副校長、部主事、教務課長、生徒指導課長、保健主事、 

養護教諭 

       ＊必要があれば該当児童生徒の担任、磐田学園の担当 

  

４ 開催時期：年２回定期開催(４月、２月) 

       随時開催（いじめのケースが起きた時、重大事態が起きた時） 

 

第３章 磐田分校いじめの防止等のための対策 
 

１ 未然防止及び早期発見・早期対応のための情報収集 

磐田分校では、毎朝の学園打合せに教員や養護教諭、管理職が参加し、学園で

のトラブルや子どもの心の動き、行動や体調の変化などについての情報を授業開

始前に教員間で共有します。また学校で起きたトラブルの中で重大なものについ

ては、口頭で学園職員に連絡するだけでなく「行動記録」として概略をデータ入

力し、当日中に学園へ送信するようにします。 

磐田学園職員と磐田分校の教員が、速やかに子どもの情報を共有し、いつもと

違う小さなあらわれを見逃さないように努めることで、いじめをはじめとする重

大な事態の早期発見・早期対応に心掛けます。 

みんなの安全を守る会のシステムを活用し、以下の方法で情報を収集します。 

・月に１回の情報収集（聞き取り）を行います。 

・子どもの特性と複数の目による情報確認をした上で、行為がいじめに当たる

かどうかのチェックを行います。 

・結果を回覧等で教員に周知します。 

 

２ 人権教育の推進 

磐田分校では、人権教育全体計画(図１)を作成し、全教職員が磐田分校における

人権教育の目標や指導計画、それぞれの学習場面における指導の重点を共有しま

す。そして、年２回の人権週間や日々の教育活動の中で児童生徒への指導を計画

的に行い、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応に努めます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

３ いじめに対する措置 

・いじめにあたる可能性があると判断したケースについては、担任や磐田学園

職員と連携し、子どもの気持ちに寄り添いながら、再度聞き取りを行いま

す。 

・再度聞き取った内容を基に、校内の関係者による情報共有、課題の整理、対

応方針等の話し合いを行い、チームとしての役割分担を明確にして対応しま

す。 

・対応を磐田学園「みんなの安全を守る会」担当に報告し、磐田学園との共有

を図ります。 

・以下のケースの場合、「臨時いじめ防止対策委員会」を開き、情報の共有と

対応の協議をします。情報共有や対応の協議は、必要に応じて学園の担当者

や園長、課長等も加わります。 

   （１）児童生徒が分校にいる時間帯にいじめ、暴力が行われたケース 

   （２）聞き取りで発覚したケースのうち、対応が必要なケース 

   （３）学園で起きた事案であっても、重大で学校においても対応が必要と思わ

れるケース 

・保護者への説明、児童相談所への報告等の方策については、磐田学園及び児

童相談所の意向を踏まえ、決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 重大事態への対応 
 

１ 重大事態について 

 磐田分校では、以下のケースを重大事態と考えます。 

(１) いじめにより子どもの生命、心身又は、財産に重大な被害が生じた疑いがあ

ると認めたとき。 

   ・子どもが自殺を企図した場合 

   ・身体に重大な障害を負った場合 

   ・金品等に重大な被害を被った場合 

   ・精神性の疾患を発症した場合   等 

 (２) 欠席の原因がいじめと疑われ、子どもが相当の期間、学校を欠席していると 

き。あるいは、いじめが原因で子どもが一定期間連続して欠席しているとき。  

 (３) 子どもや保護者、施設職員から、いじめられて重大事態に至ったという申し 

立てがあったとき。 

 

２ 重大事態発生後の対応 

(１) 重大事態についての調査 

重大事態が発生した場合には、静岡県教育委員会特別支援教育課に報告し、 

速やかに、組織を設けます。本校における組織は、いじめ防止対策委員会を中 

心とし、 磐田学園「みんなの安全を守る会」の担当者を加えて実施します。 

 そして、重大事態の対処と同種の事態の発生の防止に向けて、客観的な事実

関係を明確にするための調査を行います。この際、因果関係の特定を急がず、

いじめられた子どもや、情報を提供してくれた子どもを守ることを最優先した

調査を実施します。なお、子どもの入院や死亡といった聴き取りが不可能な場

合には、子どもの尊厳を保持しつつ、保護者の気持ち、要望や意見に十分配慮

しながら、速やかに調査を行います。 

(２) 情報の提供 

    磐田分校は、調査結果をもとに県教育委員会からの指導のもと、いじめを受

けた子どもやその保護者に対して、重大事態の事実関係等その他の必要な情報

を提供します。これらの情報の提供に当たっては、県教育委員会の指示のもと

適時・適切な方法で、関係者の個人情報に十分配慮し行います。 

(３) 調査結果の報告と対処 

    調査結果については、県教育委員会を通じて県知事に報告がされ、必要があ

ると認めるときは、附属機関等を設けて調査の結果についての調査を行うこと

があります。知事、県教育委員会は調査の結果を踏まえ、自らの権限及び責任

において、必要な措置を講じます。 

(４) 報道への対応 

    情報発信・報道対応については、県教育委員会の指示のもと、個人情報保護

への配慮の上、正確で一貫した情報提供を行います。初期の段階での決めつけ

や断片的な情報での誤解がないように留意します。 

 

 

 

 

 

 



 


